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研究成果の概要（和文）：下顎骨区域切除後に行われる下顎骨再建手術は、口腔から咽頭にかけた広汎な組織を
再建するため、咀嚼・嚥下機能が著しく低下する。この咀嚼・嚥下機能についての評価は、これまでそれぞれを
個別の運動として評価し診断する方法が報告されているが、咀嚼・嚥下を一連の機能として評価する診断法はい
まだなされていない。
この問題を解決するため、咀嚼から嚥下にいたる一連の機能を同一試料（グミゼリー）により測定・評価する新
たな検査法を確立することを目的とし、試料となるグミゼリーの開発とその評価法を検討し、評価に適切なグミ
ゼリーの開発と検査手法を確立し学会報告を通じ公表した。

研究成果の概要（英文）：Mandibular reconstruction surgery after resection of the mandible 
reconstructs a wide range of tissues from the oral cavity to the pharynx. As a result, the 
masticatory and swallowing functions are significantly reduced. For masticatory and swallowing 
function evaluation, evaluation and diagnosis methods as individual exercises have been reported so 
far. However, there is still no diagnostic method that evaluates chewing and swallowing as a series 
of functions.
To solve this problem, we aimed to establish a new test method to measure and evaluate the chewing 
and swallowing function using the same sample (gummy jelly). Then, we examined the development and 
evaluation method of gummy jelly as a sample, established the development and inspection method of 
gummy jelly, and published it through a conference report.

研究分野：口腔外科

キーワード： 咀嚼　嚥下　下顎再建　検査用グミゼリー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
咀嚼嚥下機能を包括評価する検査手法はこれまで国内外で見られず、世界初となる評価法である。咀嚼嚥下を一
連の運動と捉え適切な検査試料の開発を行い、これを用いて下顎再建後の咀嚼嚥下機能評価を適切に行えること
を公表した。
本検査手法は国内外で公表されておらず革新的な方法である。本検査法は下顎再建後などの術評価のみならず、
近年問題が顕著になりつつあるサルコペニアなど加齢による咀嚼嚥下機能における検査手法にも応用が可能であ
り、学術的意義の高いものである。また本研究により確立された検査手法により、新たな治療法の開発に繋がる
ものであり社会的意義においても有用なものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 下顎骨再建手術では自家骨移植を用いた再建法が主流となりつつあるが、自然な曲面を有す
る顎顔面形態の再建は困難であり、術後の顔貌の変化や咀嚼・嚥下に苦慮する症例が多く存在す
る。 
 そして、これら下顎骨再建の評価には、口腔の主要な機能である咀嚼・嚥下機能の評価が必要
となる。しかしながら、現在までに下顎骨再建後の咀嚼機能、嚥下機能をそれぞれ独立して検証
した報告や取り組みは散見されるが、咀嚼から嚥下までを連続して観察・評価した報告例は国内
外ではないことが本研究の背景である。 
 
２．研究の目的 
 
 1.に述べた背景および課題について研究代表者は、下顎骨再建後の咀嚼機能やサルコペニア患
者の嚥下機能、睡眠時無呼吸症候群患者の咽頭機能についてグミゼリーを用いた評価法を提案
してきた。本研究ではこれを応用し、咀嚼から嚥下にいたる一連の機能を同一試料（グミゼリー）
により測定・評価する新たな検査法を確立することを目的とし、試料となるグミゼリーの開発と
その評価法を検討した。 
 
３．研究の方法 
 
 対象：下顎骨再建手術を施行された患者を対象とした。 
 方法：口腔機能評価は、術前後において複合色グミゼリーを用いた咀嚼能力（粉砕能力・咬合
能力）を測定する。 
 嚥下機能評価は、大阪医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科との共同研究で、経鼻咽頭ファイバー
による観察と評価を行う。検査に使用するグミゼリーの色調・硬度・質感などについては研究協
力者（新潟大学 小野高裕教授）と検査に適切である材料の開発を行う。 
 以上の対象者および資料収集により得られたデータを元に基に、下顎骨再建後の咀嚼・嚥下運
動についての評価基準を検討する。 
 
４．研究成果 
 
 咀嚼機能検査は、一定回数咀嚼後に咀嚼した検査食品を口腔外に吐き出し、粉砕度を観察する
事でスコア判定した。 
 嚥下機能評価も、グミゼリーを嚥下可能な状態まで咀嚼し嚥下させ、その様子から VF または
VE で観察し評価した。 
 これらを咀嚼・嚥下機能について連続して行うためにグミゼリーを複合色にして経鼻咽頭フ
ァイバーにて 2色の分布状態で判断した。成果として各年度別に下記に記載する。 
 
 平成 29年度 
 口腔がんの診断にて下顎骨再建手術後と下顎骨再建術を予定されている患者 15 名を対象に、
複合色グミゼリーを用いた咀嚼能率（粉砕能力）と嚥下機能評価を行った。 
 
顎骨切除分類 A：半側切除 B：区域切除 C：正中切除 D：下顎 2/3 以上の切除 
再建方法   A B C  
咀嚼能力評価 5 4 3 2 1 
嚥下機能評価法 5 4 3 2 1 
咬合力評価 4点＝術後／術前＞80%      1 点＝40≧術後／術前比＞0           
      3 点＝80≧術後／術前比＞60   0 点＝咬合力 0 
      2 点＝60≧術後／術前比＞40   に分類し、それぞれを評価する。 
 
 観察結果をデータベース化し、下顎骨再建後の患者の評価に適した配合色、硬度、質感の検討
を行った。 
 検討は①嚥下の観察に適した白色を基調とする配合色（緑／白、オレンジ／白、黒／白、青／
白）や②硬度（口腔癌術後は無歯顎患者と同様に咬合が困難）、③質感（高齢者は嚥下が容易な
ように、とろみをつける食品が多いことからも、嚥下には質感の工夫が必要）などの工夫を行い、
下顎骨再建後患者の咀嚼・嚥下観察に適したグミゼリーの開発を行った（中島世市郎，他．下顎
骨再建後の咀嚼嚥下運動を評価する検査用グミゼリーの開発と評価法の検討.: 第 62 回日本口
腔外科学会総会学術大会. 京都国際会館. 2017.10.20-22.）。 
  
平成 30年度 
 
 開発したグミゼリーを用いた咀嚼・嚥下を一連とした運動機能評価を行い、咀嚼嚥下を一連の
運動として機能評価可能なグミゼリーの開発を行い、運動評価が可能なことを学会にて公表し



た（中島世市郎，他. 咀嚼能力測定用グミゼリーを用いた下顎骨再建後の咀嚼嚥下運動評価法の
検討.: 第 42 回日本頭頸部癌学会学術大会. 京王プラザホテル. 2018.6.14.）。 
 
 令和元年度 
 
 研究結果を基に下顎骨再建の各分類に従い、下顎骨再建術後の患者の新規口腔機能の指標に
ついて検討し、評価方法として咬合機能測定法を新たに追加検査手法として追加しデータベー
ス化と咀嚼嚥下機能を包括評価法の確立を行った。 
 今後、論文化し公表予定である。 
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